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GOOD LIVING FAIR 2023 AUTUMN 開催されました！！  

 9 月 9・10 日にアイメッセ山梨にて、県下最大級の住まいづくりの展覧会が行われました。各メーカーによ

るポイント解説ツアーも盛況で、たくさんのお客様にご来場いただきました。次回は 2024 年 3 月に開催を予

定しています。新築やリフォームなどをお考えの方はぜひお越しください！！ 

 こんにちは！にっしんニュース担当の阿部です。朝夕は

涼しい季節になりましたね。今回は地元岩手の「花巻まつ

り」を紹介します。毎年 9 月に行われ、山車や神輿のパレ

ードは圧巻で見ているだけでも楽しめます。今年は４年ぶ

りの通常開催で、例年以上に熱く盛り上がっていました。 ↓裏面もご覧ください↓ 



 

台風が来ると分かったとき（２～３日前）の対策 

台風の被害を最小限に抑えるためには、事前に対策をすることが何より大切です。台風が来ると

わかったら、すぐに行動し、雨風が強くなる前に万全の体制をとっておくようにしましょう。 

出典・参照：LIXIL 減災プロジェクト HP（https://www.lixil.co.jp/reform/gensai/column/column_vol02/） 

飛来物によって窓ガラスが割れると、二次被害を生みかねないため対策が必要です。

窓の外側にシャッターや雨戸があれば安心です。正常に開閉できるか確認しておきま

しょう。シャッターがついていなければ、窓の外側にベニヤ板を貼る方法や、窓ガラス

に飛散防止フィルムを貼る対策も有効です。 

なお、台風上陸まで時間がない状況で、シャッターや雨戸がなく、飛散防止フィルム

も用意できない場合は、応急処置として段ボールやガムテープを窓に貼り付けます。 

1 窓ガラスの飛散防止対策 

植木鉢や物干し竿などは、風で飛ばされると二次被害を生む可能性があります。屋

外の風で飛ばされそうな物は室内に移動させておきましょう。また、網戸がサッシか

ら外れて飛んでいかないように、網戸の外れ止め部品が正しくセットされているかも

確認しておきましょう。 

プロパンガスはチェーンやバンドで繋がれているか確認します。移動が困難な物置

小屋やエアコン室外機なども、支柱や重りでしっかりと固定してください。 

２ 強風で飛んでいきそうな物の格納・固定 

日頃から定期的に点検を行っている方も再度ゴミや落ち

葉の詰まりがないか確認しておきましょう。排水溝や雨ど

いの詰まりは、浸水や雨漏りの原因となってしまいます。 

４ 
ベランダや屋上排水口、 

雨どいの確認 
玄関の造りによっては、強い風雨が吹き込んだときにド

ア本と枠の間から雨水が浸入することがあります。玄関や

勝手口は、土足や濡れた靴で入ることを想定した土間仕上

げのため、サッシのような水密性能はありません。浸水を防

ぐためにも、玄関に土嚢や水嚢を用意しましょう。 

３ 玄関に土嚢や水嚢を用意 
どのう すいのう 

もしものために、防災備蓄品や避難場所 

ハザードマップも確認しておきましょう 

‟安心”だけじゃない。暮らしも‟豊か”にしてくれる

LIXILのリフォーム用シャッター 

商品 

案内 

LIXILのリフォーム用シャッターには、窓の上から新たに取り付けられる「リ

フォームシャッター」と、今あるシャッターを新しいシャッターに取替え

る「取替シャッター」があります。どちらも電動を選べば、簡単操作で毎

日の開閉の手間や騒音を解消。タイマーをセットすれば、朝日とともにス

ーッと自動でシャッターを開けることもできます。 

設置のご相談は日伸総建までお気軽にお問い合わせください。 


